
第 16回エビデンスに基づく教育研究会研究大会のご案内 

 今回の研究大会では、コクランジャパン代表の森臨太郎先生をお招きして、医療分野にける Evidence 

Based Practice and Policy:ＥＢＰＰを学びます。今後の社会科学分野における日本のエビデンスに基づ

く実践と政策のあり方について議論を深めたいと考えています。ぜひ、ご参加ください。 

エビデンスに基づく教育研究会 代表 

森 俊郎 

記 

 

１ 主催 エビデンスに基づく教育研究会 

 

２ 日時：平成３０年２月２４日（土） 13時 30分開始（13時受付開始） 

 

３ 場所：〒105-8501 東京都港区虎ノ門 5-11-2 オランダヒルズ森タワー19階 

http://www.murc.jp/corporate/office 

４ 参加費：無料 

 

５ 日程  

 13:00-13:30 受付 

13:30-13:35 開会挨拶             エビデンスに基づく教育研究会代表 森 俊郎 

13:35-14:35 「医療分野におけるエビデンスに基づく実践と政策～コクランジャパンの取り組み～」    

国立成育医療研究センター 森 臨太郎 

  14:45~17:00  参加者同士によるディスカッション 

※懇親会（18時 00分予定）：5000円程度で、会場近くを予定しております。 

 

６ 参加申し込み 

参加申込フォーム 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeePQw7YxjXpeNkF7nKfTF-pLbBVoVSFButc63ecprj2

RP4eg/viewform?c=0&w=1 

リンクにアクセスできない方は、氏名、所属、親睦会の有無をご記入の上、以下にお申込ください。 

 

７ その他 

 ※懇親会（18時 00分予定）：5000円程度で、会場近くを予定しております。 

参加申し込み確認後、別途メールにてご連絡させて頂きます。 

 ※宿泊につきましては、当研究会ではご案内しておりません。ご宿泊の場合は、お手数ですが、各自

での手配をよろしくお願いいたします。 

※懇親会参加キャンセルは、3日前まで受け付けます。申込み先メールアドレスへご連絡ください。 

お問合せメールアドレス 

      森 俊郎 m072132@gmail.com 

Evidence Based Education 研究会 HP 

http://ebe-riron-jissen.jimdo.com/ 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeePQw7YxjXpeNkF7nKfTF-pLbBVoVSFButc63ecprj2RP4eg/viewform?c=0&w=1
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeePQw7YxjXpeNkF7nKfTF-pLbBVoVSFButc63ecprj2RP4eg/viewform?c=0&w=1
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeePQw7YxjXpeNkF7nKfTF-pLbBVoVSFButc63ecprj2RP4eg/viewform?c=0&w=1


＜講師の紹介＞  

森 臨太郎（もり りんたろう） 

 
Rintaro Mori MD PhD MSc FRCPCH 

 

国立成育医療研究センター 政策科学研究部長 

京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻 客員教授（成育政策科学） 

 

専門：グローバルヘルス、持続可能な医療・保健システム、根拠に基づく政策 

 

神戸市生まれ。１９９５年岡山大学医学部卒。同年の阪神淡路大震災での緊急保健システム援助

への参加をきっかけにグローバルヘルスを志向。淀川キリスト教病院などで小児科研修、診療に従事

した後、２０００年より、アデレード母子病院にて新生児科中級専門医、キャンベラ総合病院にて新生

児科上級専門医として、新生児科の診療に携わる。この間、継続してネパールでの地域医療保健活

動に参加。その後、ロンドン大学熱帯医学・公衆衛生学大学院で公衆衛生修士を取得、２００４年よ

りブレア政権保健医療改革の中核の一つ、NICE（National Institute for Health and Care Excellence）

のガイドライン作成に携わる。２００７年に英国小児科学会フェローに選出。同年に帰国し、大阪府立

母子保健総合医療センター企画調査室長に就任。世界保健機関に出向して、北海道洞爺湖サミッ

トやアフリカ開発会議において、グローバルヘルスの政策策定に携わる。２０１０年東京大学大学院医

学系研究科国際保健政策学准教授を経て、２０１２年より現職。博士（医学）。日英両国の小児科

学会専門医。コクランジャパン代表。世界保健機関ガイドライン委員会などに数多く参加。主要学術

雑誌に学術論文２００編以上出版、著書に「持続可能な医療を創る」（岩波書店）、「イギリスの医療

は問いかける・良きバランスへ向けた戦略」（医学書院）など  


